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“桜の下でビツカピカ"F行方市立小貫小学校入学式J

発行元 鹿行農業具済組合

丁311-2206 鹿嶋市武丼1963-11

電 話 0299(90)40000
FA×  0299(90)4001
∪RL httpi//www nosa― rokko orip/

E― ma‖ :infoOnosa rokko orip

ヽ



ろっこう 第27号

|__籠

Ｆ″
口

Ｊ

嘔

目
=¬
朦卜
▼ 4

1茸 |晨71フ目ξご号諫【J

建物と家具類等を合わせて… 建物と家具類等を合わせて…

鵬爵

`′

θθθ朋 鵬D2000即

物 件     普 通 物 件       特 殊 物 件 一 般      特 殊物 件 害J増

用 途  住宅、農作業場、納屋、物置、    店舗 (330甫未満)、 寺院、神社、   店舗 (330甫以上)、 木材カロエ等
集会場 (330甫以内)等       理髪店、店舗併用住宅等       製造業、加工場、飲食店等

構 造

共済金額   ~般造  耐火造B  耐火造A  一般造  耐火造B  耐火造A  一般造  耐火造B  耐火造A

l,000  9,700  5,300  2,900 16,200  7,700  2,900 35,200 15,700  4,900

3,0()0  29,100  15,900   8,700  48,600  23,100   8,700 105,600  47,100  14,700

5,000  48,500 26,500  14,500 81,000 38,500 14,500   ※   78,500 24,500

6,000 58,200 31,800 17,400 97,200 46,200 17,400  ※   94,200 29,400

特殊物件割増の一般造は4,000万円または2,300万円までの加入制限があります。

1,000      22,100

2,000       44,200

円

27,200

54,400

円

42,100

84,200
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住宅用火災報知器を無料進呈致しますノ

毎

平成21年度建物共済に

lECC場同以上の加入者に
火災報知器を1個

魂し

□0圏自□
圏口回因□困□□日田国ロロ■

消防法の改正により、新築住宅だけでなく既存住宅に

ついても火災報知器の設置が義務化されました。

<当組合管内の5市についても昨年6月に義務化されています。>

火災報知器は、共済部長又は職員で配布致します。

※設置については各ご家庭にてお願いいたします。
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農産課 係長

O tt lJl正 治

僻
総務.l 主事

高 橋 和 宏

総務課 嘱託

堀 日 真由美

任意課 主 l.補

樫 村 博 史

く1靱
任意課 課長補佐

O大和田 Fu」 生

総務課 課長

◎ 」ヽ松崎 重 則

家畜課 課長補

`:○ 楠  信 之

ん

企 ,晰課 課長

◎ 飯 島 義 則

総務.lk調査役

○千ヶ崎  智

◎ 1責任者

● :リーダー

鉾
一田

市

担

当

織

く誰
総務課 係長

遠 藤  修
家畜課 i事

明 石 久 子

農産課 主事

大 槻 格 一

農産課 主事補

|IF村 通 啓

鹿
一嶋

市

担

当

営
”

曲
一
家畜課 主事

森 戸  弘

農産課 係長

篠 原 光 也

参 事

飯 島 禾日郎
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神
一栖

市

担

当

潮

来

市

担

当

任意課 課長補佐    任意課 課長
〇 内 田 博 之  ◎ 高 野 靖 宏

任意課 係長    農産課 課長

草 野 弘 樹  ◎ 新 堀 宏 行

家畜.ll係長

茂 木 康 弘

総務課 係長

○ 高 橋 和典
企画課 主事

山 本 直 責

総務課 係長

水 貝 明 美

任意課 係長

宮 本 一 義

行

方

市

担

当
企画課 係長

宮 橋 和 雄

農産課 係長

○ 草 野 勝 吉

農産課 課長補佐

○堤   弘
企画課 課長補佐    家畜課 課長
○ 原  猛 彦  ◎ 平 野 武 弘

任意諜 嘱言〔

高 野  恵
(新 採 )

農産諜 llFH L

皆 川 恵 美

(新 採)

任意課 主事補

額 賀 幸之助

(新 採)

家畜課 主事補

永 作 智 弘

(新 採 )

農産課 係長

羽 生 浩 子
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URL http://www nosai rokko orjp/

◎オ第1言疑萎舌 URL http://www nOsai― rokko or ip/m/

メールアドレス (総合受付)infO@nos�  rokko or」 p

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
鹿
行

の
ホ

ー
ム
ベ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

広
報
紙

で
は
お
伝
え
き

れ
な
か

っ
た
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

の
詳
し

い
内
容

や
、
新
鮮

在
情
報
を
お
伝
え
し
て
い

き
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。ま
た
こ
れ
に
伴

い
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
変
更
に

な

っ
て
お
り
ま
す
。
ご
意

見
、
ご
要
望
を
遠
慮
無
く

お
寄
せ
下
さ

い
。

一携
帯
電
話
用
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
も
出
来
ま
し
た
。
ア

ク
セ
ス
は
こ
ち
ら
か
ら

↑

石津  祐
(18歳 )

神栖市出身

額賀 幸之助

(20歳 )

行方市出身

永作 智弘

(20歳 )

行方市出身

当
組
合

の
職
員
と
な
り
、
ま
だ
や
る
こ
と
す
る
こ

と
が
分
か
ら
な
く
戸
惑

い
や
迷

い
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
、
上
司
や
地
域

の
方

々
か
ら
色

々
学
ん
で

い
き
た

い
と
思

い
ま
す
の
で
、
立
し
く
お
願

い
し
ま

す
。当

組
合

の
職
員
と
な
り
、
社
会
人
と
し
て
の

一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
先
輩
達
か
ら
多
く

の
事
を
学

び
、　
一
日
で
も
早
く
仕
事

に
慣
れ
、
当
組
合
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
と
思

い
ま
す

の
で
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
年
、
当
組
合
の
職
員
に
な
り
、
社
会
人
デ
ビ

ュ

ー
を
し
ま
し
た
。
社
会
人
と
言

っ
て
も
ま
だ
十
八
歳
で

す
の
で
未
熟
な
部
分
は
多
々
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

頼
り
に
な
る
先
輩
方
を
見
習

っ
て
頑
張

っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

臨
時
職
員
と
し
て

一
足
早
く
働
き
始
め
、
半
年
が

経
ち
ま
し
た
。
四
月
よ
り
嘱
託
職
員
と
な
り
、
ま
だ

不
慣
れ
な
点
も
ご
ざ

い
ま
す
が
、
少
し
で
も
皆
さ
ん

の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
た

い
と
思

い

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

先
月
か
ら
研
修
生
と
し
て
働
き
始
め
、　
一
ヶ
月
経

ち
職
場

の
雰
囲
気

に
も
徐

々
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
だ
、
社
会
人
に
な

っ
て
日
も
浅
く
、
わ
か
ら
な

い

こ
と
も
多

い
と
思

い
ま
す
が
、
様

々
な
こ
と
を
学
び

少
し
で
も
組
合

の
力
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

行
方
市
立
小
貫
小
学
校

入
学
式

四
月
六
日
の
入
学
式
に

臨
む
、
十
五
名
の
新
人
生
。

澄
み
切

っ
た
青
空
、
桜
の

花
が
新
入
生
を
祝

っ
て
い

る
か
の
よ
う
で
し
た
。

高野  恵
(18歳 )

行方市出身

皆川 恵美

(21歳 )

鉾田市出身
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名
所
口
跡
発
見
一

轟
〓
今
夕
倉
伴
姜
■
目
指
定
責
婁
文
化
財
γ

・
神
栖
市
奥
野
谷

蝠颯下贔番
瘍 不 鐵

山
本
家
は
鹿
島
灘
に
近
い
神
之
池
畔
に
あ
り
、
地

引
き
網
の
網
元
を
し
て
い
た
漁
家
で
あ
り
、
江
戸
時

代
中
期
以
降
名
主
を
勤
め
た
名
家
で
あ
る
。

昭
和
五
十

一
年
二
月
三
日
に
国
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
こ
の
住
宅
は
、
年
代
は
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
が
、
手
法
か
ら
見
て

一
八
世
紀
前
半
の
建

築
と
考
え
ら
れ
る
。

寄
棟
造
、
茅
葺
で
、
間
口
十
間
余
、
奥
行
き
約
五

間
半
で
南
側
の
正
面
東
寄
り
を
突
出
さ
せ
た
曲
屋
形

式
を
と
り
、
南
側
正
面
と
西
側
が
せ
が
い
造
と
い
う

軒
下
を
大
き
く
張
り
出
さ
せ
た
造
り
に
な
っ
て
い
る
。
突
出
部
の
あ
る
部
分
は
ニ
ワ

バ
と
呼
ば
れ
る
土
間
に
な
っ
て
お
り
、
奥
に
は
オ
ダ
ヤ
と
い
う
板
間
が
あ
る
。
オ
ダ

ヤ
を
設
け
る
例
は
鹿
島
灘
か
ら
九
十
九
里
浜
に
か
け
て
の
民
家
に
多
く
、
立
派
な
仏

壇
を
設
け
る
の
も
漁
業
関
係
民
家
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

曲
屋
形
式
は
こ
の
地
方
と
し
て
は
珍
し
く
、
規
模
が
大
き
い
建
屋
で
あ
る
た
め
に

強
風
に
対
す
る
配
慮
と
、
網
元
と
し
て
広
い
作
業
空
間
を
必
要
と
し
た
た
め
で
あ
ろ

う
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
住
宅
は
保
存
状
態
が
良
く
、
平
面
形
式
は
異
な
る
が
、
構
造
は
同
じ
く
国
指

定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
か
す
み
が
う
ら
市
の
椎
名
家
住
宅
な
ど
茨
城
県
南
部

に
共
通
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
地
方
の
民
家
の
特
徴
を
知
る
重
要
な
住
宅
で
あ

る
。
ま
た
漁
家
で
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
山
本
家
を
含
め
、
旧

作
田
家
住
宅

（旧
千
葉
）
、
谷
山
家
住
宅

（和
歌
山
）
、
早
川
家
住
宅

（山
口
）
の
四

件
し
か
な
く
、
そ
の
点
で
も
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
。

‐・ 1  表紙で紹介した小員小学校。ピッカピカに

=:::=11輝

いてた子供達が行つた式は何でしょう。
‐ ■   ① 入 学 式

番号をお答え下さい。

◆ 応募方法
はがきで、左記事項を記入の上、鹿行農業共済組合企画

課までこ応募下さい。尚eメールでの受付もいたしており

ます。正解者の中から抽選で20名の方に粗品をプレゼン

トいたします。

×応募者の個人情報は、粗品の発送及び共済事業推進にのみ使用致します。

◆締切
平成 21年 6月 15日 (当 日 llE口有効)

◆ メールアドレス
quiz@nosai rokko or ip

式

式

業

婚

一学
結

②

③

311-2206
鹿
嶋
市
武
井

一
九
六
三
―

一
一

鹿
行
農
業
共
済
組
合

企

画

課

行

編
集
後
記

皆
様
の
お
か
げ
を
持
ち
ま
し
て
、
今

年
度
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
鹿
行
が
合
併
し
て

十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
世
界
経
済
も
厳

し
い
中
、
農
家
経
営
に
安
心
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
職
員

一

九
と
な

っ
て
頑
張

っ

て
参
り
ま
す
。
ご
意

見
　
ご
要
望
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

山本家住宅

■問題の答え

○ 番
■広報紙やlN10SAIに

対する

こ意見 こ要望

■住 所 ■電話番号
■氏 名 ■職 業
■年 齢


